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　薬剤関連顎骨壊死などの難治性骨疾患に対する新規治療
薬、予防薬開発の可能性

ゼラチン等に成長因子を組み合わせて抜歯窩に填入するこ
とで、歯肉、歯槽粘膜の再生などを促進させ、抜歯により発
症する顎骨壊死を有効に予防できることを発見した。

ゼラチンに成長因子を担持させた製剤は、顎骨壊死、顎骨
骨髄炎または抜歯後治癒不全の予防が可能であることを示し
ており、創薬化への応用可能性を秘めたシーズである。

顎骨壊死、成長因子
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成長因子とゲル状媒体からなら顎骨壊死、顎骨骨髄炎、
抜歯窩治癒不全の予防剤、治療剤の開発
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